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本会議は2022年度内の開催を予定しておりましたが、新型コロナ感染拡大防止のために2023年9月に開催を延
期いたしました。2022年度に助成いただくことになっておりましたが、会議の延期を受け助成を辞退し、2023年度
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国際会議開催助成 成果の概要  

 

工学研究科・化学工学専攻  

教授 山本 量一    

 

 

＜開催の成果＞  

コロイド、高分子、液晶、アクティブマター、ガラスといった様々なソフ

トマターの分野で、レベルの高い招待講演、一般口頭発表、ポスター発表が

なされ、休憩時間や昼食時間を含む様々な場で活発な議論がなされた。これ

らを機にした共同研究の話もいくつか耳にしており、それらが結実すること

を期待している。これまでの ISMC に比べて、中国やインドなどアジア圏か

らの参加者が多く、この地域でソフトマター分野が成長していることが強く

感じられた。また、この数年のコロナ禍の影響により、大規模な国際会議に

初めて参加する学生も多く、大きな刺激を受けていた様子が見受けられた。

多くの参加者から、これまで参加した国際会議の中で、発表内容も組織運営

も最もすばらしかったという賞賛の言葉をいただき、大成功であったと組織

委員会として満足している。この高まった機運を次の場につなげていきたい。 

 

＜参加者数＞  

世界 30 か国および地域から、560 人の参加を得た。内訳は、国内から 211

人、国外から 349 人と、半数以上が海外からの参加者であった。  

 

＜プログラム＞  

サイエンティフィックプログラムの講演数は 513 件であった。内訳は、基

調講演 8 件、招待講演 19 件、一般口頭講演 171 件、ポスター講演 315 件で

あった。また、優れた研究発表を行ったポスター講演者 11 名に対して、ポス

ター賞が贈られた。  

 

＜謝辞＞  

本国際会議を開催するにあたり、公益財団法人京都大学教育研究振興財団

様よりいただきましたご支援に対し、深く感謝申し上げます。  
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以上  

 

講演会場の様子  

ポスター会場の様子  

 

集合写真  


